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研究成果の概要（和文）：　本研究は、アメリカのモダニズム作家が執筆した自伝および自伝的作品の草稿調査
を行い、それぞれの出版本と比較することによって、草稿が遺族ら第三者による編纂を通じてどのように書き換
えられ、作品における「私」が脱構築／再構築されたかを明らかにすると共に、モダニズム文学における自伝の
特徴を新たに見いだすことを目的としている。
　コロナ禍のため、アメリカでの草稿調査が叶わない時期が続いた。その間は代替テーマとして「スペインかぜ
とモダニズム作家」を掲げ、２本の共著論文の執筆を行った。最終年度にようやく当初予定していた草稿調査が
完了、その解析結果をもとに比較考察を行い、成果論文にまとめているところである。

研究成果の概要（英文）：     This research aims to clarify how "I" in a published novel was 
re-written and changed by editors after the author’s death through detailed comparisons between the
 published text with its original manuscript. Even though I was forced to postpone my manuscript 
research in the States owing to COVID-19 pandemic, I finally conducted the manuscript research in 
2022 of Ernest Hemingway, Gertrude Stein, and F. Scott Fitzgerald in multiple institutions such as 
JFK library, Harvard University, or Princeton University. 
     During the COVID-19, I shifted my research focus into “The 1918 influenza pandemic (Spanish 
flu) and Modernist writers” and wrote two academic papers. Both are included in a collection of 
papers titled as New Directions of Hemingway Studies in Japan and The Body of Modern: Machines, Art,
 and Media, published both in 2022.

研究分野： 人文学

キーワード： アメリカ文学　モダニズム　マニュスクリプト研究　自伝研究　アーネスト・ヘミングウェイ　ガート
ルード・スタイン　F. スコット・フィッツジェラルド

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題の成果における学術的意義は主に以下の２点である。１つ目は、アメリカのモダニズム作家における
自伝（的作品）の独自性が、特に「私」の捉え方・描き方において顕著に見られることを指摘した点である。そ
して２つ目は、20世紀初頭に同時に発生した第一次世界大戦と1918年インフルエンザ（スペインかぜ）に関し
て、ヘミングウェイやスタインらが後者のパンデミックを完全に無視し、各々の自伝（的作品）にまったく言及
しなかった理由に迫ったことである。多くの命を奪ったという点で戦争とパンデミックは同一線上に並ぶも、最
新兵器を初めて駆使した大戦にはパンデミックにはない「革新性」が認められるというのが理由であった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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研究成果の概要（和文） 

本研究は、アメリカのモダニズム作家が執筆した自伝および自伝的作品の草稿調査を行い、そ
れぞれの出版本と比較することによって、草稿が遺族ら第三者による編纂を通じてどのように
書き換えられ、作品における「私」が脱構築／再構築されたかを明らかにすると共に、モダニズ
ム文学における自伝の特徴を新たに見いだすことを目的としている。 

 コロナ禍のため、アメリカでの草稿調査が叶わない期間が長く続いた。その間は代替テーマと
して「スペインかぜとモダニズム作家−―モダニズム作家はなぜスペインかぜを「無視」したの
か？」を掲げ、２本の共著論文の執筆を行った。最終年度にようやく当初予定していた草稿調査
が完了、その解析結果をもとに比較考察を行い、成果論文にまとめているところである。 

 

研究成果の学術的意義や社会的意義 

本研究課題の成果における学術的意義は主に以下の２点である。１つ目は、アメリカのモダニ
ズム作家における自伝（的作品）の独自性が、特に「私」の捉え方・描き方において顕著に見ら
れることを指摘した点である。そして２つ目は、20 世紀初頭に同時に発生した第一次世界大戦
と 1918 年インフルエンザ（スペインかぜ）に関して、ヘミングウェイやスタインらが後者のパ
ンデミックを完全に無視し、各々の自伝（的作品）にまったく言及しなかった理由に迫ったこと
である。多くの命を奪ったという点で戦争とパンデミックは同一線上に並ぶも、最新兵器を初め
て駆使した大戦にはパンデミックにはない「革新性」が感じられるというのが理由であった。 

 

研究成果の概要（英文） 

     This research aims to clarify how “I” in a published novel was re-written and changed 

by editors after the author’s death through detailed comparisons between the published 

text with its original manuscript. Even though I was forced to postpone my manuscript 

research in the States owing to COVID-19 pandemic, I finally conducted the manuscript 

research in 2022 of Ernest Hemingway, Gertrude Stein, and F. Scott Fitzgerald in multiple 

institutions such as JFK library, Harvard University, or Princeton University.  

     During the COVID-19, I shifted my research focus into “The 1918 influenza pandemic 

(Spanish flu) and Modernist writers” and wrote two academic papers. Both are included in 

a collection of papers titled as New Directions of Hemingway Studies in Japan and The 
Body of Modern: Machines, Art, and Media, published both in 2022. 

 

研究分野：人文学 

 

キーワード：アメリカ文学、モダニズム、マニュスクリプト研究、自伝研究、アーネスト・ヘミ
ングウェイ、ガートルード・スタイン、F. スコット・フィッツジェラルド 

 

１．研究開始当初の背景 

アメリカのモダニズム作家によって執筆された自伝（的作品）は、ガートルード・スタインの
『アリス・Ｂ・トクラスの自伝』(1933) を筆頭に、単なる事実の羅列には留まらない。執筆意
図やその他の思惑によって想起する事柄が取捨選択され、作中で言及される出来事の時系列も
排除される。また過去の出来事が記されていながら、執筆現在の作家のメッセージが隠蔽された
形で盛り込まれることも少なくない。自伝におけるこれらの実験的手法は、モダニズム文学の特
徴に通じているのはもちろん、自伝研究、モダニズム文学研究のいずれにおいても新たな特徴を
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付加する可能性を秘めている。 

 ところが、モダニズム作家を中心とした自伝研究は、自伝で言及されている事柄と作家の実人
生（伝記）を照らし合わせてその事実確認に終始するきらいがある。代表的な例としては、スタ
インとヘミングウェイが仲違いし、交流を断絶した経緯がそれぞれの自伝（的作品）で言及され
ていながら、双方が異なった主張をしている点だろう。スタインの『トクラスの自伝』ではヘミ
ングウェイに施した文学指南が功を奏さなかったこと、ヘミングウェイのパリ回想録『移動祝祭
日』（1964）ではスタインがレズビアンのパートナー、アリス・Ｂ・トクラスに泣きすがる光景
をヘミングウェイが目の当たりにしたことが絶交の契機になったと記されている。互いの主張
の齟齬を指摘することが両作品の比較研究の主軸となっているが、二人の主張を文字通りに捉
えることはどこまで有効なのか。ヘミングウェイがスタインを非難していたのであれば、『移動
祝祭日』を書くにあたってなぜ設定（1920 年代パリ）や手法（自伝的主体の解体、時系列の排
除）を『トクラスの自伝』のそれに倣ったのだろうか。 

 アメリカのモダニズム作家による自伝研究が遅々として進まない理由は主に三つあると考え
られる。一つ目は、作品の多くが晩年に執筆されていることから「作品の質低下＝作家の心身の
衰え」と安易に結論づけられ、それを超えた包括的な論考になかなか至らない点である。特に人
生の後半から晩年にかけて心身の不調が目立ったヘミングウェイやフィッツジェラルドには、
その傾向が顕著である。 

二つ目は、自伝（的作品）の大半が遺族や出版社らの手によって編纂されていて「オリジナル
原稿≠出版本」が明白でありながら、オリジナル原稿の入手が極めて困難な点である。編纂者に
よって消失・湾曲された作家の「声」に触れるべく、オリジナル原稿をもとにしたマニュスクリ
プト研究に従事しようとしても、原稿が所蔵されている海外の研究所や図書館ではたいてい複
写が許可されていない。結果的に「オリジナル原稿を用いた自伝研究」は、世界的に足踏み状態
が続いている。 

 三つ目は、アメリカのモダニズム文学における自伝研究、特に「自己 (self)」や「私 (I)」に関
する議論がいまだ不十分な点であろう。「自分とは何か」という自己規定の問題だけでなく、エ
クリチュールを通じてどの自分をどう描くかという問題を、従来の自伝理論や文体論などを交
えて多角的に論じる試みはほとんどなされていない。 

このような学術的背景をもと、本研究では、アメリカのモダニズム作家の中でも特に自伝（的
作品）を数多く残したスタイン、ヘミングウェイ、フィッツジェラルドを取り上げ、以下の学術
的問いを立ててマニュスクリプト研究および自伝研究に従事した。 

 

① アメリカのモダニズム作家による自伝（的作品）において「自己」がどう規定され、
それがエクリチュールを通じてどう描かれているか。 

② 上記①で明らかになった作家の意図や手法などが、第三者による編纂によってどう損
なわれてきたか。 

③ アメリカのモダニズム自伝（Modernism Autobiography）の特徴を、モダニズム文学
の中で再定位するとどのような位置づけが可能か。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は二つ。アメリカのモダニズム作家が執筆した自伝および自伝的作品のオリジ
ナル原稿調査を行い、各々の出版本と比較することによって、オリジナル原稿が遺族らによる編
纂を通じてどのように書き換えられ、作品における「私」が脱構築／再構築されたかを明らかに
することと、モダニズム文学における自伝の特徴を新たに見いだすことであった。 

 

３．研究の方法 

本研究は、自伝的アプローチの観点に立ち、オリジナル原稿をもとにしたスタイン、ヘミング
ウェイ、フィッツジェラルドの自伝（的作品）の分析をする課題に取り組むために、方法論的に
３つの分析視点を掲げた。 

 

① １つ目は、各作品のオリジナル原稿の調査を行い、遺族や出版社によって削除された
部分を特定、彼（女）らの編纂方法とその問題点を具体的に明らかにする点である。
遺族などによって削除された文や場面は、自伝的事実が含まれていることが多いため、
作家やペルソナとしてのイメージを損ねる危険性が高い。こうした削除場面をも視野
に入れた考察を行うことによって、世に送り出されている編纂本が、オリジナル原稿
とは筋や物語の展開、作品テーマまでもが異なる「別の作品」として位置付けられる
ことを実証的に明らかにできる。 

② ２つ目は、オリジナル原稿を自伝的アプローチの観点に立って読み解き、従来の先行
研究にはない新たな解釈を提供する点である。自伝学の根底をなす「過去の想起」「記
憶の取捨選択」「自己の再構築」をキーワードに原稿を読むことによって作品の理解
にとどまらず、三作家における「実像と虚像のゆらぎの法則」が見えてくる。そこで、
それぞれの作品にみられる「実像と虚像のゆらぎの法則」を特定したい。この考察を
通じて、従来の作品研究に新たな視座を与えることが大いに期待される。 



 

 

③ ３つ目は、②で明らかになった各作家における「実像と虚像のゆらぎの法則」を広く
モダニズム文学および自伝文学の中で捉え直し、「モダニズム自伝（Modernism 

Autobiography）」の特徴を明らかにする点である。研究代表者によるこれまでの研究
によって、後年のヘミングウェイが長編／短編、フィクション／ノンフィクション問
わず、一貫して自身を強く投影させた人物を複数登場させ、物語を展開していたこと
が分かっている。スタインならびにフィッツジェラルドの自伝（的作品）も同様の方
法論で読み解き、三作家の特徴を比較検討することによってアメリカ人作家による
「モダニズム自伝」の新たな様相を提示したい。 

 
４．研究成果 
 研究成果はアメリカで実施したマニュスクリプトの調査、およびその解析結果をもとに書き
上げた論文と、コロナ禍により研究課題を一部変えて遂行した「スペインかぜとモダニズム作家
−―モダニズム作家はなぜスペインかぜを「無視」するのか？」に関する研究とその成果として
の論文の二つに大分できる。前者のマニュスクリプト調査については、2023 年 3 月まで調査を
続けていたこともあって現在もなお解析・分析をしている最中であるが、ヘミングウェイとスタ
インの自伝的作品（『移動祝祭日』および『アリス・B・トクラスの自伝』）をそれぞれ横断的に
読み解くことによって、二つの作品が、師弟関係にあった二人のモダニズム作家をつなぐ時空を
超えた交流の場であったことを明らかにした。 
 一方、後者の「スペインかぜとモダニズム作家−―モダニズム作家はなぜスペインかぜを「無
視」したのか？」については、答えを導き出すにあたり、まずフランス人詩人のギョーム・アポ
リネールとキュビズムの革新性を確認することから始めた。その後、第一次世界大戦における革
新性を「新たな死（New Death）」と戦争ポスターから捉えなおし、それがアポリネールおよび
キュビズムのもつ革新性と軌を一にすることを示した。そして、それらの革新的側面がスペイン
かぜには欠如していたことを示すことによって、なぜスペインかぜが多くのモダニスト作家に
無視されたのか、忘れられた存在になり下がったのかについて一つの見解を提示した。また、ス
ペインかぜとヘミングウェイの関連にも着目、論文「隠喩としての「吐き気」――一九一八年パ
ンデミックと「兵士の故郷」再読」ではその試みの一つとして、短編「兵士の故郷」に焦点を当
て、母親との断絶が描かれるこの物語にアグネスの影を読みとることができることを示す。そし
て、ほとんど議論されないまま今日に至っている「吐き気」に着目し、主人公ハロルド・クレブ
ズが見舞われる吐き気の含意を 1918 年パンデミックとの関連性から迫った。 
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